
 

「高齢者交通事故多発地域」の指定について 

１ 指定日 
    秋の全国交通安全運動の実施期間(９月21日～30日)に合わせて取組を進めることができるよ

う、令和８年９月１日(火)を指定日とする。 

 

２ 高齢者交通事故多発地域の指定 
  令和８年上半期における、市区町村のおける 65 歳以上の高齢化率から、高齢者事故の推定値

を算出し、高齢者事故の増加率が高い市区町村、又は高齢者の死亡事故が多かった次の 13 地域

を指定する。 

①  鶴見区     ② 西区      ③ 港北区     ④ 川崎区 

⑤ 中原区     ⑥ 高津区     ⑦ 宮前区     ⑧ 麻生区 

⑨ 横須賀市    ⑩ 秦野市     ⑪ 大和市     ⑫ 伊勢原市 

⑬ 愛川町      

 

３ 県内の高齢者が関係する交通事故の現状 
令和８年上半期の高齢者関係交通事故の死者数は28人で死者数全体の41.2％、さらに、全事

故に占める高齢者関係事故は33.7％であり、いずれも高い水準となっていることから高齢者交

通事故防止対策が重要課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指定基準及び該当地域 
 (1) 指定基準 

     令和８年上半期中の高齢者が関係する交通事故の発生状況をもとに、次のいずれかの基準に

該当した地域を指定する。 

・指定基準①：各市町村の高齢化率により、高齢者関係事故件数の推定値を算出し、実際の高 

齢者関係事故件数と比較して、その比率が50%以上増加している市区町村 

  ・指定基準②：高齢者が関係する事故の死者数が、３人以上の市区町村 

 (2) 該当地域  計13地域（８区４市１町） 

    ア 指定基準① 

 

 

 

イ 指定基準② 

  

 

５ 参考（高齢者事故の増加率が減少している地域） 
  瀬谷区、南足柄市、開成町、箱根町、湯河原町 

鶴見区、西区、港北区、川崎区、中原区、高津区、宮前区、麻生区、秦野市、伊勢

原市、愛川町 

横須賀市、大和市 


